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    Seventy five prostatic specimens from cancer, BPH and normal controls were studied by 
light microscopic histochemical methods for the demonstration of complex carbohydrates and 
some proteins: 1) alcian blue (AB) (pH 1.0), 2) alcian blue (AB) (pH 2.5), 3) Periodic 
 Acid-Schiff (PAS), 4) peroxidase labelled-Ricinus communis agglutinin-diaminobenzidine  (PO-
RCA-DAB), 5) Concanavalin A-peroxidase-diaminobenzidine (ConA-PO-DAB), 6)  ConA-P0- 
DAB-periodic acid-m-aminophenol Fast black salt K  (ConA-PO-DAB-PA-AP-FBK). 
   For identifying individual acidic and neutral carbohydrates, following procedures of 
enzyme digestion were performed upon some tissue sections prior to the above histochemical 
staining: a) sialidase (prior to staining with AB at pH 2.5), b) streptomyces hyaluronidase 
(prior to staining with AB at pH 2.5), c) testicular hyaluronidase (prior to staining with AB 
at pH 1.0 or pH 2.5), d) chondroitinase ABC (prior to staining with AB at pH 1.0 or pH 
2.5), e) chondroitinase AC (prior to staining with AB at pH 1.0 or pH 2.5), f) a-amylase 
(prior to staining with  PAS). 
    In addition, the tissue specimens from prostatic ancer were stained immunohistochemically 
for demonstration of prostatic acid phosphatase (PAP) and the serum PAP levels were also 
measured by radioimmunoassay. 
   The histochemical differences in the prostatic tissue among normal control, BPH and cancer 
as follows. 
   In the tissue of prostatic ancer, chondroitin sulfate A, C and hyaluronic acid were present 
in the interstitium. Chondroitin sulfate, hyaluronic acid and sialic acid were present in the 
cytoplasm of cancer cells. 
   In the tissue of BPH chondroitin sulfate B and hyaluronic acid was present in the 
interstitium and hyaluronic acid was present in the cytoplasm of epitherial cells. 
   In the epithelial basement membrane of the tissue from BPH, chondroitin B and hyaluronic 
acid were present. 
 1,2-Glycol groups of neutral complex carbohydrates in the interstitium of prostatic ancer 
were shown to exist in smaller amounts than in that of BPH. 
   In the cytoplasm of cancer cells the intensity of both  PO-RCA-DAB and ConA-PO-DAB 
staining could be divided into three  groups. strong, moderate and weak. 




































前立腺においても近年,上 皮細胞 とムコ多糖をふ く
む間質結合組織との関係が検討 され,そ の結果,両
者間に密接な相互関係の存在することがあきらかにさ






























実 験 に 用 い た 前立 腺 組織 は,1980年1月 よ り1983年
12月ま でに,名 古屋 大 学病 院,な らびeeee連病 院 を受
診 した 患 者 よ り得 られ た.
D前 立 腺 癌40検 体,36症 例,(未 治療36検 体,既
治療4検 体),57歳よ り89歳まで.平 均72.8歳.
StageA2例,StageB4例,StageC6例,Stage
D29例,
2)前立腺 肥 大症27症 例,61歳 よ り89歳ま で.平 均
71.5歳
3)正常 前 立腺8症 例25歳 よ り52歳 ま で.平 均
40。6歳(膀胱 腫瘍,前 立 腺 炎 の疑 い な ど で 手術 的,針
生 検 な どで 得 られ た前 立 腺 組 織)
総 計75検体,71症例 で あ る,(Table1～3)
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前 立 腺 組 織 の 採 取 方 法 は,経 尿道 的 切 除 術(以 下
TUR)45例.前 立腺 摘 除 術19例.針 生 検ll例で あ っ
た.TUR切 片 は 可及 的 す み や か に 潅流 液 よ り取 り出
した,摘 除 術,針 生 検 に て も,採 取 時 に 可 及 的 に 組 織
の圧 迫 や 挫 減 を 少 な くす る よ う留意 した.
TUR切 片 や 針生 検 組 織 は そ の ま ま,摘 除 術 に よる
組 織 は 約5×5×2mm大 の小 片 に して 固 定 した.組
織 の 固 定 に は,1%塩 化 セ チル ピ リジ ンCetylpyri-
diniumchloride(以下CPC)-10%中 性 ホ ル マ リ
ン液 に て,4℃ で,48～72時間 お こな っ た.そ の 後 エ
タ ノー ルに て脱 水,ベ ンゼ ンに て透 徹 し,パ ラ フ ィ ン
包埋 を お こな い,必 要 に 応 じて 厚 さ4μ に 薄 切 し,
キ シ ロール に て 脱 パ ラフ ィ ンを お こな った.
本 実 験 に 先 だ ち,予備 実 験 と し てRadioimmunoas-
say(以下RIA)法 に よる 血 中前 立 腺 性 酸 フ ォス フ
ァタ ー ゼ(以 下PAP)測 定 やBesscy-Lowry法に
よる 血 中 ア ル カ リフ ォス フ ァタ ーゼ 測 定 を お こ な っ
た.10mlの 静 脈 採 血 をTUR,摘 除 術 な どの 前に お
こな い,す み や か に 血 清 に 分 離 し,PAP用 血 清 は
一80℃ に て 凍結 保 存 後,一 括 して測 定 に 供 した.ア
ル カ リフ ォス フ ァタ ー ゼは,病 院 中央 検 査 部 に 依 頼 し
随時 測 定 した.な お直 腸 診 や 経 尿道 的 操 作 の後 は最 低
1日採 血 を さけ た9).
























































































崇:癌 死症例 を しめす。
*1同 一症 例 で治療 前後 を しめ す。
ConA-PO-DAB,PO-RCA-DAB染色 は染 色結 果 を しめ す。
2十:強 陽性 例 十:中 等度 陽性 例 ±:弱 陽性 例
1.予 備 実 験
1)ヘ マ トキ シ リン エー オ ジ ン染 色(HEX染 色)
Harrisのヘ マ トキ シ リ ン液 を 用 い,組 織 診 断 を お
こな った.
2)RIA法 に よる血 中PAP値 測 定
使 用 キ"iト;Travenol社のGamma-DabPAP
kit
測 定 方 法,基 礎 的 検 討,臨 床 的検 討,正 常 値 な どの
詳 細 は 筆 者 がす でに 報 告 した1。).
平 均 ±標 準 偏 差=1.78±1.07ng/mlであ る.
2.本 実験
(A)複合 糖 質 染 色
1)PeriQdicAcid-Schiff染色(PAS染 色)
方 法 は,McManus(ig48)11)にした が った.
2)α 一ア ミラ ーゼ消 化 後PAS染 色
α一ア ミラー 一ビ消化 は,LillicandFullmer(1976)12)
の麦 芽 ジア ス タ ー ゼ消 化 法 を お こな った.塩 化 ナ ト リ
ウム89,無 水 第2リ ン酸 ソ ー ダ1.89,第1リ ン酸 カ






















































(Pearse,1968)14)の2種類 を作 製 し使 用 した.ア ル シ
ア ン青 は フタ ロ シア ニ ン色 素に 属 し,組 織 の核 酸,酸
性 タ ンパ ク質,あ る い は酸 性 脂 肪 と反 応 しに く く,酸
性 ム コ多 糖検 出 の ため の もっ と も優 秀 な試 薬 のひ とっ
であ る15).
3)ア ル シア ン青(pH2.5)染 色 法
1.
2.






















































液 を つ く り,そ れ に1%麦 芽 ジ アス タ ーゼ を溶 解 した
液 を作 り,こ の溶 液 で,37℃,1時 聞 消化 を お こな っ
た 後,PAS染 色 を お こな った.
アル シア ン青(AB)染 色;ア ル シア ン青 はICI
(Imper三alChemicalIndustry)製(Blackley,
Manchester)の8GXを用 いた.な お 染 色 液 のpH
はpH1・0(LevandSpicer,1964)13)と,pH2.5
入 す る.
結 果=弱 酸 性 硫 酸 ム コ糖,ピ アル ロ ン酸,シ ア ル酸 ム
コ糖 は青 く染 色 す る,強 酸性 ム コ糖 は淡 青 色 に 着 色 す
る か染 ま らな い。
4)ア ル シ ア ン青(pH1.0)染色 法
1.切 片 を 脱 パ ラ フ ィ ン し水に 入 れ る.
2・1%ア ル シ ア ン青8GX-O.1N塩 酸 溶 液(pH
1.0)にて30分染色 す る.
3.切 片 を 濾 紙 で お お い,色 素 液 を吸 い と る.
4.エ タ ノ ール に て脱 水 後 キ シn一 ル に て 透 徹 封入
す る.
結 果:硫 酸 複 合 糖質 だ けが 青 く着 色 す る.
5)酵 素 消 化 実 験1.コ ン ドロイ チ ナ ー ゼABC,コ
ン ドロイ チ ナ ーゼAC,放 線 菌 ピア ル ロニ ダ ーゼ,睾
丸 ピ アル ロ=ダ ー ゼ,シ ア リダ ーゼ の5種 類 の 酵 素 を
使 用 した.切 片 を脱 パ ラ フ ィ ンし水 洗 後,上 記 の酵 素
で 処理 しア ル シア ン青(pH2.5)染 色 を お とな った.
6)酵 素 消 化 実験2.コ ン ドロイ チ ナ ーゼABC,コ
ン ド ロイ チ ナ ー ゼAC,睾 丸 ピア ル ロ ニダ ー ゼ の3種
類 の 酵 素 を使 用 した.切 片 を 脱 パ ラ フ ィ ン し水 洗 後,
上 記 の 酵 素 で処 理 しア ル シ ア ン青(pH1.0)染色 をお
こな った.
各 酵 素 の消 化 法 は,つ ぎの とお りで あ る.
(1)シア リダー ゼ(BoehringerGmbH,WestGer・
maney),AB(pH2.5)染色 前 にO.04Mの 塩 化 カ ル
シ ウ ムを 含 むo・IM酢 酸塩 緩 衝 液 に1mg/mlの 濃
度 に シア リダー ゼ を溶 解 し,こ の液 でmo℃ に て12時
間 処理 す る(Spiceretal.1976)16).
(2>放線 菌 ピア ル ロ ニダ ー ゼ(天 野 製 薬),AB(pH
2・5)染色 前 に,O.1Mリ ン酸 緩 衝 液(pH5.0)中 に,
100TRU/mlの濃 度 に 放 線菌 ピア ル ロ ーダ ー ゼを 溶
解 し,こ の液 で40℃ に て3時 間 で処 理 す る
(Yamada,1973)i7).
(3)睾メLヒァ ル ロ ニダ ー ゼ(生 化 学 工 業),AB(pHI.0)
また はAB(pH2・5)染 色 前 に,O.1Mリ ン酸 緩 衝
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液(pH5.5)中に,O.5mg/m1の濃 度 に 睾 丸 ピア ル ロ
ニダ ーゼ を溶 解 し,こ の 液 で37℃ に て3時 間処 理 す
る(LepPiandStoward1965)18).
(4)コン ドロイ チ ナ ーゼABG(生 化 学 工 業),AB(pH
I.o)またはAB(pH2.5)染 色 前 に,1.25u/mlの
濃 度に コ ン ドロイ チ ナ ーゼABCをO.1Mト リスー
塩 酸緩 衝 液(pH8.0)中に 溶 解 し,こ の液 で37℃ に
て2時 間,処 理 す る(Yamada1972,i974)19・2・).
(5)コン ドロイ チ ナ ー ゼAC(生 化 学 工 業),AB(pH
1.o)また はAB(pH2.5)染 色前 に,i.25u/mlの
濃 度に コン ドロイ チ ナ ーゼACを0.1Mト リス 塩ー 酸
緩 衝液(pH7.3)中 に 溶 解 し,こ の 液 で37℃ に て
2時間,処 理 す る(Yamada,1972,1974)19・2・).
な お,酵 素 消化 法 では,常 に 熱 な どで失 活 させ た 酵




L脱 パ ラ フ ィ ン した切 片 を水 に 入 れ る。
2.リ ン酸 塩 緩 衝 塩 化 ナ トリウ ム液(phosphate
buffersaline:PBS)(0.2～0。5M塩化 ナ トリ ウム含
有0.05Mリ ン酸塩 緩 衝 液pH7.2)中 に5分 いれ る.
3,ConA(PharmaciaFincChemicalsLtd.
upPsala,Sweden)をo.25mg/m1の濃 度 に な る よ
うにPBSに 溶 解 し,そ の なか に,切 片 を室 温 で15～
30分浸潰 す る.




濃 度に な る よ うに,PBS中 に 溶解 し,そ の なか に 切
片を室 温 で15～30分浸 漬す る.
6.PBSに て5分 洗 浄,3～5回 液 を 変 え て く り
か えす.
7.O.1Mト リス 塩ー 酸緩 衝 液(pH7.6)中 に3～
5分 浸潰 す る.
8.DAB・H202ト リス 塩ー 酸 緩 衝液 〔0。1Mト リ
ス 塩ー 酸緩 衝 液pH7.6)4.9ml,1%H2020.1m1,
DAB(3,3Ldiamino-benzidinetetrahydrochloride
(TokyoKasei)2.5mgの混合 液 〕 の なか に 室 温 で,
5～io分浸 潰 す る,
9.蒸 留 水 で 洗 浄す る.
IO.100%エ タ ノー ルに て 脱 水 後 キ シ ロー ルに て 透
徹 し封 入 す る.
結果=複 合 糖 質 の α・D-mannoseおよび α一D-91u・










1%operiodicacidにて10分酸 化 す る.
流 水 に て10分洗 浄す る.
氷 酢 酸 に1分 入 れ る,
11%m-aminophcnol氷酢 酸溶 液 に て60分室
温 で処 理 す る.
14.流 水 に て10分洗 浄 後,蒸 留 水 に て洗 浄 す る.
15.FastblacksaltK液〔FBKを3mg/mlの
濃 度 に 含 むO.1Mベ ロナ ール 塩ー 酸 緩 衝液(pH8.0)〕
中に て2分 浸 漬 して,ア ゾカ ップ リングす る.
16.0.1N塩 酸に て5分 ず つ3回 洗 浄 す る.
17.流 水 に て10分洗 浄す る.
18.エ タ ノ ール列 に て脱 水 しキ シ ロール に て透 徹 封
入す る.
結 果:複 合 糖 質 の α一D・mannoseおよび α一D-glu-
cosc残基 は褐 色 に 着 色 し,1,2-glycol基は 黒 紫 色 に
着 色す る.PAS反 応 の色 調 とDAB反 応 の色 調 とは
識別 が 困難 な た め,DABの 褐 色 と識 別 可能 なPA-
AP-FBK反 応 を使 用 した23).
g)Peroxidase-iabelledRicinuscommunisag-
glutinin-diaminobenzidine(PO-RCA-DAB)法24).
1.脱 パ ラ フ ィン した切 片 を 水 に入 れ る.
2.PBS中 に5分 入れ る.
3.RCA-PO液 〔Nicolson-Blausteinの方 法 で 純
化 したRCAのRCA,2。 分画 を用 い て これ にPOを
glutalaldehyde法に よ って結 合 しOD280値2.14,
OD403値0.20のRCA-PO液 を作 製 し,こ れ を
PBS(pFI7.2)にて 約20倍に 希 釈 した液 〕に 室 温 に て
15～30分浸 漬 す る.
4.PBSに て5分 ず つ3～5回 洗 浄す る.
5.0.05Mト リス 塩ー 酸緩 衝 液(pH7.6)中に5分 ず
つ2回 入 れ る.
6.DAB-H202ト リス 塩ー 酸緩 衝 液 〔0.05Mトリス ー
塩 酸 緩 衝 液(pH7.6)が4.9ml,1%H202が0。1
ml,そ してDAB2.51ngの 混 合液 〕 中に 室 温 に て5
～10分浸漬 す る.
7.蒸 留 水 で洗 浄 す る.
8.エ タ ノ ール 列に て脱 水 し,キ シ ロー ルに て透 徹 し
封 入 す る,
結 果:複 合 糖 質 の β一D-galactosc残基 は 褐色 に 着 色
す る.
以 上 のLectin-PO-DAB反 応 に お い てConA-
PO-DAB反 応 では,PO-DAB反 応 とDAB反 応 の
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2種 を,PO・RCA・DAB反 応 で はDAB反 応 のみ を
対 照 実 験 と して 実 施 した.
(B)タンパ ク検 出 用 染色
a)テ トラ ゾ ニ ウム(TZ)反 応25)
L切 片 を 蒸 留水 に 入 れ る.
2.新 た に 調整 した0.2%フ ァー ス ト青B(テ トラ
ゾ化0一 ジ ア ニ ジ ン)0.1Mト リス 塩ー 酸緩 衝 液(pH
9.2)に室温 に て5分 浸 潰す る.
3.水 洗 後0.1Mペ ロナ ール 酢ー 酸 緩 衝 液(pH
9・2)に入 れ2分 ず つ3回 洗 浄 す る.
4.H酸(1・amino-9naphthol-3,6-disulfonic
acid)を飽 和 させ た(19/50ml)o.1Mペロナ ール ー
酢 酸緩 衝 液(pH9,2)に15分浸 潰す る.
5.3分 水 洗 してか らエ タ ノー ル脱 水 し キ シ ロー
ルに て透 徹す る.
結 果=陽 性反 応 部 位 は 赤 褐 色 に 着色 す る.
b)マーキ ュ リー オ レン ジ(RSR)反 応26)
1,切 片 を100%エタ ノ ールに 入 れ る.
2.マ ーキ ュ リーオ レンジ の ジ メチ ル ホ ル ム ア ミ ド
(また は80～100%エタ ノー ル)飽 和 溶 液 に 王6～18(1
～3)時 間 浸 漬す る.
3.100%エ タ ノール で2回 洗 浄 し,キ シ ロール に
て透 徹 し封入 す る.
結 果:陽 性反 応 部 位 は 淡 燈色 か ら深 榿 赤色 に 着 色 す る.
c)ニン ヒ ドリ ン ・ーSchiff(NIN-s)反応27)
1.切 片 を水 に 入 れ る。
2.0.5%ニ ン ヒ ドリ ン,IOO%エタ ノー ル液 に37。
Cに て5～20時 間 浸 潰 す る.
3.流 水に て2～5分 洗 浄 した後,Schiff試薬 に15
～25分浸 潰 す る.
4.流 水に て10分洗 浄す る.
5.エ タ ノー ル列 に て脱 水 し,キ シ ロー ルに て透 徹
し封 入す る.
結 果:陽 性 反 応 部 位 は 赤 紫色 に 着 色 す る.
d)過蟻 酸 アル シア ン青(PFA-AB)反 応28)
1.脱 パ ラ フ ィ ン した切 片 を 水 に 入 れ た後,余 剰 の
水 を ろ紙 で 吸 い と る.
2.ガ スを 除 くた め十 分混 合 した 過 蟻 酸液(98%蟻
酸40ml,30%過 酸 化水 素水4ml,濃 硫 酸0.5mlを
混 合 し 工時 間 以 上 放 置 し,24時 間 以 内 に使 用 す る.)
に5分 浸 潰す る,
3.流 水 で10分水 洗 後,70%,100%エ タ ノ 一ール で
洗 浄 し,濾 紙 で液 を 吸 い と りふ たた び 流 水 で洗 浄す る,
4.切 片 が 乾 燥 す る まで50～60℃ に 加 温す る.
5.100%oエタ ノール に て 洗 浄の 後 流水 で1分 洗 浄
す る.
6.ア ル シ ア ン青39を2N硫 酸100ml(70℃
に 熱 し溶 解 させ た後 冷 却 し,濾 過 後 た だ ち に 使 用 す
る)に 溶 解 した 液(pHO,2～0.3)に室 温 で1時 間 浸 漬
す る.
7.5分 水 洗 し必 要 な らば 対 照 染 色 を す る.
8,エ タ ノー ル列 で脱 水,キ シ ロール に て透 徹 し封
入 す る.
結果:強 陽性 反 応 部 位 は深 青 色 に,弱 陽 性 反応 部 位 は
淡 青 色 に 着色 す る.
e)D.D.D.(2,2,-dihydroxy-6,6,・dinaphthyl
d sulfide)反塔29)
1.脱 パ ラ7イ ンし た切 片 を水 に 入 れD.D.D.液
(D.D.D.25mgを0.1Mベ ロナ ー ル酢 酸 緩 衝 液
pH8.5,35m1と100%エタ ノー ル15m1と に 溶 解 し
た もの)に50℃ に て1時 間 浸 漬 す る.
2.D.D.D.液を 室 温 まで 冷 却 した の ち 切片 を蒸 留
水 で短 時 間 洗 う.
3.pH4。0～4.5の酢 酸 水 を2回 変 え て10分洗 浄 す
る,
4.切 片を 漸 次 高 濃 度 の エ タ ノ ールに 入 れ て洗 浄,
最 後 に100%エタ ノ ール に て5分 つつ2回 洗 浄す る。
5.蒸 留 水 に て洗 浄 す る 、
6.新 たに 調 整 した フ ァー ス ト青B液 〔フ ァース ト
青Bをo.1Mリ ン酸 緩 衝 液(pH7.4)にimg/ml
とな る よ うに 溶 解 〕 に 室 温 に て2分 浸漬 す る.
7.流 水 に て水 洗.
8.エ タ ノール 列 に て脱 水,キ シ ロー ルに て 透 徹 し
封 入す る.
判 定:強 陽性 反 応 部 位 は 青 色 に,弱 陽性 反 応 部 位 は 赤
色 に 着 色す る.
(C)酸 フ ォス フ ァ タ ーゼ 検 出 用 染色
酵 素抗 体 法 に よ る30).
第1抗 体:抗 ヒ ト前 立腺 性 酸 フ ォス フ ァタ ーゼ 家 兎
抗血 清(Miles・YedaLtd.Kiryat,Weizmann,
Rehovat,lsrael)
第2抗 体:HRP標 識 抗 家 兎IgG山 羊抗 体
(Miles・YedaLtd.Kiryat,Waisma'nn,Rehovat,
Israel)を使 用 した,
1.脱 パ ラ フ ィンした 切 片 をPBS(0.01Mリ ン酸
緩 衝食 塩 水,0.OIMリ ン酸緩 衝液i,OOOm1中 に
NaCl8.59を含 む,pH7。2)に て5分 づ っ6回 洗 浄
す る.
2.必 要に 応 じて過 ヨ ウ素 酸,水 酸化 ホ ウ素 ナ トリ
ゥ ム水 溶 液 な どで 内因 性 ペ ル オ キ シ ダー ゼ除 去 を お こ
な う.
3.湿 室 を作 製 す る.
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4.PBSを 拭 い 正 常 山 羊血 清 を滴 下,掩 絆 し,30
分 湿室 中に 室 温 に て 放 置 す る.
5.PBSを 拭 い第1抗 体 を 滴 下,掩 絆 し,12時間
湿 室中 に 室温 に て放 置 す る.対 照 と して 抗体 に 変 え て
正 常 家 兎 血 清 とPBSと を 滴 下 した2種 類 を 作 製 す
る,
6.PBSで5分 ず つ6回 氷水 中 に て 洗 浄す る.
7.PBSを 拭 い第2抗 体 を滴 下 し概 拝 し,1時 間
湿 室中 に 室 温に て放 置 す る.対 照 の2種 も同 様に お こ
な う.
8.PBSに て5分 ず つ6回 氷水 中 に て 洗 浄す る.
9.DAB-H202(DAB20mgを75m1の0.05
Mの ト リス 塩ー 酸 緩 衝 液pH7.6に 溶 解 し,5%
H202,0.lmlを加 え てpH7.6に 揃 え て 同緩 衝液 に
て全量 を 工00mlにして,使 用 す る)中 に てIO分間 発
色 す る.
10.5回 水洗 後,エ タ ノール に て脱 水,キ シ ロ ール
に て透 徹 封入 す る.
実験 に 先 だ ち,第1,2抗 体 の 稀釈 濃 度,反 応 時 間
決 定 の た め の 予 備 実 験 と して,第1抗 体,第2抗 体
の濃度 や 反応 時 間 をそ れ ぞ れ 変 化 させ て,1.～10.の
操 作 を繰 り返 しお こ な った.そ の結 果 稀 釈 濃 度 は,第
1抗体 は600倍,第2抗 体 は2,000倍が,反 応 時 間 は 第
1抗体 は12時 間,第2抗 体 は1時 間 が 最 適 と決定 し
た.以 後 これ ら の条 件 に て 本 実験 を お こな った.
結 果
1.予備実 験
1)HEX染 色に よ る前 立 腺癌 の組 織 診 断 をTable1
に しめ す.高 分 化 型 腺癌7例,中 分 化 型腺 癌20例,低
分 化型 腺 癌13例であ った31).
2)血中 のPAP値 をTable1～3に しめ す 正 常
前 立腺 例 ではす べ て1.7ng/rnl以下 であ り,m±SD
(平均 ±標 準 偏 差)==1.37±0.21ng/mlであ った.前 立
腺 肥 大 症 では,2例 を除 い てほ か は5.Ong/ml以 下
で,組 織 診 断 に てprostaticinFarctionをと もな っ
て いた1例 は28.9ng/mlとと くに高 値 を しめ した.
m±SD=・2.16±6.Ong/mlであ った.癌 症 例 では 高,
中,低 分化 型 と も極 端 な高 値 を しめ した症 例 と,正 常
範 囲 内 の症 例 とが あ り一 定 の 傾 向 はみ られ な か った が
極 端 な 高値 を しめ した症 例 は す べ てStageDで あ っ
た ・m±SD=105.4±289.6ng/mlであ り,そ れ ぞれ
高 分化 型 はm±SD・135.6±274.6ng/ml,中分化 型
ではm±SD=105.壬±335.2ng/ml,低分 化 型 で はm
±SD=85.3±186.2ng/mlであ った.な お これ らの計
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Fig.5.アル シア ン青(pH1.0)染 色(前 立 腺
肥 大 症 組 織)基 底 膜 が濃 染 して い る.
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Fig.3.アル シ ア ン青(pH2,5)染 色(前 立腺
癌 組 織)癌 細 胞 の 染色 性 が 強 い.
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Fig.6.アル シァ ン青(pHLO)染 色(前 立 腺 癌












i肇,.轡二ぴ㌔ 響 鏡1㌧ 照r.tt…
Fig.10.ConA-PO-DAB染色,中 等 度 陽 性 例
(前立 腺 癌 組 織)
灘 載鱗
"灘 轟_.識.
Fig。8.ConA-PO-DAB染色(前 立腺 肥 大症 組
織)
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Fig.9.ConA-PO-DAB染色,強 陽 性 例(前 立
腺 癌 組 織)
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Fig.16,PO-RCA-DAB染 色,
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Fig.14.PO-RCA-DAB染色,
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(前立 腺 肥 大 症 組 織)間 質が 黒 紫 色 に,
上 皮細 胞 が 褐 色 に 染 ま る.
灘譲
織 慨灘講
Fl9.15,PO-RCA-DAB染色,中 等 度 陽 性 例
(前立腺 癌 組 織)
懸
Fig.18・ConA-PO-DAB-AP-PA-FBK染色,
(前立 腺 癌 組 織,中 分 化型)前 立 腺 肥 大


















































ド ロイ チ ナ ー ゼAC,放 線 菌 ピア ル ロニ ダ ーゼ,睾 丸
ピア ル ロ ニダ ーゼ 消 化 後 ア ル シ ア ン青(pH2.5)染色
を お こな うと前 立 腺 肥 大 症 で は,い ず れ の 酵 素 消化 で
も間 質,上 皮細 胞 と も染 色性 が 有 意 に 低 下 した.コ ン
ドロイ チ ナ ーゼABCとACと の 消 化 効果 の比 較 で
は,コ ン ドロイ チ ナ ー ゼABCの 方 が よ り強 か った.
睾丸 ヒァル ロ_ダ ー ゼ と放 線菌 ピア ル ロニ ダ ーゼ で は
前 者 の 方 が 消化 効果 が よ り強 か った.し か し腺 腔 内物
質 は消 化 に よ りほ とん ど影 響 され なか った.前 立腺 癌
組 織 に て も間 質,癌 細 胞 と も肥 大症 とほぼ 同 様 の結 果
で あ り「 γ ドロイチ ナ 一ーゼABC,AC,睾 丸 ピア ル ロ
ニダ ー ゼ,放 線 菌 ピア ル ロニ ダ ーゼに よ り有 意 に 消 化
され,そ の 消 化 効果 もほ ぼ 同 様 で あ った,正 常 前 立 腺
組 織 に お い て もほ ぼ 同様 の結 果 を しめ した.シ ア リダ
ー ゼ消 化 で は肥 大症 ,正 常 前 立 腺例 で は間 質,上 皮 細
胞 と も消 化 効果 は な く,AB染 色性 は不 変 で あ った.
癌 組 織 で は 癌 細 胞 のみ シ ア リダ ーゼ 消 化効 果 がみ られ
た(Tablc4).
6)酵素消 化 実 験2.コ ン ドロイ チ ナ ー ゼABC,睾 丸
ピア ル ロ ーダ ー ゼ消 化 後 ア ル シア ン青(pH1.0)染色
に ては,前 立 腺 肥 大 症,正 常 前 立 腺 例 と も,間 質 は 著
明に 消 化 され,ほ とん ど染色 性 を失 った.し か し腺 腔
内 物質 は不 変 であ った.い っぽ う,コ ン ドロイチ ナ ー
ゼAG消 化 効 果 は,「 ン ドロイチ ナ ーゼABC消 化
効 果に 比 して弱 く,間 質 の 染 色 性 の低 下 も軽 度 であ っ
た.他 方 癌 組 織 で も,コ ン ドロイ チ ナ ー ゼABC,AC,
お よび 睾 丸 ピア ル ロー ダ ーゼ 消 化 後 の ア ル シ ア ン青
(pH1.0)染色 で は,染 色 性 の 低下 がみ られ た が 肥 大
症 とは 異 な り,癌 組 織 で は コ ン ドロイ チ ナ ー ゼAC
の消 化 効果 は ほ か の二 酵 素 とほ ぼ 同 様 の結 果 を しめ し
た(Table5).
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Chase-ABC:コン ドロ イ チ ナ ー ゼABC消 化





:睾 丸 ピ ア ル ロ ニ タ ー ゼ 消 化
:放 線 菌 ピ ア ル ロ ニ ダー ゼ 消 化



























































Table7.PO-RCA-DAB染 色 と前 立 腺 癌 の

























Chase-ABC:コン ドロ イチ ナ ー ゼABC消 化
Charse-AC:コン ドロ イチ ナ ー ゼAG消 化

































































濃染し間質が これにつぎ上皮 細胞の染色性は 弱かっ
た.癌組織では間質全体が濃染した.
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PAP検 出 用染 色 は正 常,肥 大症 と もに 腺 上 皮 細 胞 の
み が反 応 陽性 で あ り,主 と して上 皮 細 胞 質 の 腺腔 側 に
穎 粒 状 の 染色 がみ られ 極 性 は よ く保 たれ て いた.癌 組
織 も癌 細 胞 のみ に 反 応 陽 性 で あ るが,染 色 され た 穎 粒
は 細 胞 質 中に 一 様 に 分 散 し極 性 は失 わ れ て いた.癌 で
は 各 症例 と もほ ぼ 同様 の染 色性 を しめ し,血中 のPAP
値 とは 相 関せ ず,ま た 正 常,肥 大 症 と比 較 して もほ ぼ
同様 の染 色 性 を しめ した(Fig.19～22).
PO-RCA-DAB染 色 に よ り癌 症 例 を 強 陽 性,中 等
度 陽 性,弱 陽 性 とに 分 類 し,臨 床 と対 比 し以 下 の 結果
を 得 た.年 齢別 では,強 陽 性 群 は平 均 年 齢74.5歳,中
等 度 陽 性 群 は7L8歳,弱 陽 性 例 群 は72.3歳と,ほ ぼ 同
様 であ った.分 化度 と比 較 す る と,分 化 度 の高 さ と染
色 性 の強 さにP<0.1で 相 関 が み られ た(Table6).
Stageと比 較す る と,Stageの低 い症 例 に,染 色 性 が
強 い傾 向が み られ た(Table7).高分 化 型 で も骨転 移
以外 の遠 隔 転 移 の あ る症 例 は 弱 陽性 を しめ し,中,低
分化 型 に お い て は,治 療 に よ く反 応 した 症 例 は 強 陽 性
中等 度 陽 性 が 多 く,初 診 よ り2年 以 内に 癌 死 した 症 例
や,初 診 時 に 骨 以外 の遠 隔 転 移 を 認 め た症 例 は,す べ
て弱 陽 性 で あ った.ま た,治 療 前 に 強 陽性 であ り,治
療 後 に は 弱 陽 性 に 変化 した 症 例 もあ り,こ れ らか ら
PO-RCA-DABの 染 色 性 は,あ る程 度,臨 床 経 過 を
反 映 してい る もの と思わ れ た.
ConA-PO-DAB反応に お い ては,平 均 年 齢 別 で は
強 陽性 群75.4歳,中等 度 陽 性 群72.9歳,弱陽性 群72.2
歳 で あ りほ ぼ 同 様 で あ った.染 色 性 と分 化度 とは や や
相 関す る よ うだ が(Table8),Stage分類 とは 相 関
しなか った(Table9).しか し血 中 のPAP値 と比
較す る と(TableIO),PAP値 はConA-PO-DAB
反応 強 陽性 群 ではm±SD(平 均 ±標 準 偏 差)=・219.5
±495.3ng/ml,中等 度 陽 性 群 で はm±SD=248,3±
280.9ng/ml,弱陽 性 群 で はm±SD=5.66±6.6ng/
mlで あ り,ConA-PO-DAB染 色 の 染 色性 と,血 中
のPAP値 と相 関 した.こ れ に 対 してPO-RCA-
DAB染 色 と血 中 のPAP値 を 比 較 した が(Table
11)これ は 相 関 しな か った.血 中 の ア ル カ リフ ォス フ
ァタ ーゼ(以 下Alpと 略す)値 と,ConA-PO-DAB
染 色 の 染色 性 や,PO-RCA-DABの 染 色 性 と比 較す
る と(Table12.13。),Alpが極 端 な高 値 を しめ して
も弱 陽 性 で あ る症 例 が 多 く,ConA-PO-DABの染 色
性 と血 中 のAlp値 とや や 相 関す る と 思 わ れ るが,
PO-RCA-DABの 染 色 性 と,血 中 のAlp値 とは相
関 しな か った,
検 定 はす べ てx2検 定 で お こな った.
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Table9、ConA・PO-・DAB染色 と前 立腺 癌 の
Stageとの 関係 を しめ す
Table13.PO-RCA-DAB染色 と前 立 腺 癌 の
血 中Alp値 との 関係 を しめ す






















計 8 12 18 38
X2=3.380p==O.7586
Table10.ConA-PO-DAB染色 と前 立 腺 癌 の
血 中PAP値 との 関 係 を しめ す
X2=3.382p=0.515
高 度 上 昇=Alp値3001U/L以上
軽 度 上 昇;Alp値1151U/L以上300iU/L未満
上 昇 な し:Alp値1151U/L未満













計 7 9 24 40
x2=16.936p=0.002
高 度 上 昇PAP値30ng/ml以 上
軽 度 上 昇PAP値5ng/ml以 上30ng/ml未満
上昇 な しPAP値5ng/m床 満
Table11.PO-RCA-DAB染色 と前立 腺 癌 の
血 中PAP値 と の関 係 を しめす













計 8 13 19 40
x2=1.996p=0.735
高 度 上 昇PAP値30ng/ml以 上
軽 度 上 昇PAP値5ng/ml以 上30ng/m床満
上 昇 な しPAP値5ng/m床 満
Table12.ConA-PO-DAB染色 と前 立 腺 癌 の
血 中Alp値 との 関 係 を しめ す










計 7 8 23 38
X2=6.315p=O.1792
高 度 上 昇;Alp値3001U/L以上
軽 度 上 昇:Alp値1151U/L以上3001U/L未満









































































































































浸 潤,転 移 に 同 物 質 の存 在 が 不 可 欠 で あ ろ うと推 測 さ
れ る.ま た酸 性 ム コ多 糖 は前 立 腺 組 織 の亜 鉛 と結 合 す
る こ とが 知 られ てお り44),この面 か らの 酸性 ム コ多 糖
の 前 立腺 代謝 と の関 連 も検 討 され るべ きで あ ろ う,
本研 究 に お い て,酸 性 ム コ多 糖 の増 加 は高 分 化 型 癌
に お い て も顕 著 に み られ る の で,ア ル シア ン青 染 色 が
前 立腺 癌 と肥 大 症 の組 織 診断 に 役 立 つ もの と考 え られ
本 染色 の臨 床 応 用 が期 待 され る.
糖 タ ンパ クは コア とな る タ ンパ ク質 に ヘ テ ロの 短 か
い 小 糖 鎖 が共 有 結 合 した もの で,糖 タ ンパ ク1分 子 あ
た りの 糖 鎖 の量 は 一 定 せ ず,ム コ多 糖 にみ られ る よ う
な 二 糖単 位 の く り返 しは な い、 糖 鎖 に 含 まれ る糖 残 基
の お もな ものに は,ガ ラ ク トサ ミ ン,グ ル コサ ミ ン,
ガ ラ ク トー ス,グ ル コ ース,マ ンノ ース,フ コース,
シ アル 酸 な どが あ る45).
一般 に 糖 タ ンパ クの分 布 は実 に 多 彩 であ り,す べ て
の細 胞 に 含 まれ,タ ンパ クを合 成 す るすべ て の細 胞 に
よ って産 生 され 細 胞 成 分 を な した り,間 質 結 合 組 織 中
に も含 まれ,あ るい は 細胞 外 に 分 泌 され る.分 泌 され
る糖 タ ンパ クに は,諸 種 ホ ル モ ン,酸 性 フ ォス フ ァ タ
ー ゼ,そ の他 が あ る.他 方 細 胞 成 分 と しては,細 胞膜
の構成 成 分 と して,細 胞 内膜 系,形 質膜 な どす べ て の
膜 構 造 に 含 まれ る.ま た 間質 結 合 組 織 中に は,コ ラ ー
ゲ ン,エ ラス チ ンな どの線 維 成 分 の ほ か,基 質 中 に 無
定 形物 質 とし て も存 在46)する.今 回 の 実験 に .よりこれ
らの細 胞膜 中 の糖 残基 と特 異 的 に結 合 す る レクチ ンで
あ るConcanavalinA,Ricinuscommunisagglu-
tininなどを 使用 して 前 立腺 上 皮 細 胞 膜 中 の糖 タ ンパ
クの 糖残 基 を 同定 した.さ らにPAS反 応 に よっ て糖
タ ンパ クの1,2-glycol基を検 出 した.1,2-glyco1基
と糖 残基 との 関 係 を み る た め に は1ectin-PO-DAB
反 応 と,1,2-glycol基検 出 とを 組 合 せ る二 重 染色 が 用
い られ る22).
正 常 前立 腺,肥 大 症,前 立 腺 癌,各 組 織 と も1,2-
glycol基は 上 皮 細 胞,癌 細 胞,間 質 で検 出 され た.
細 胞 内 で は正 常 前 立 腺,肥 大 症,前 立腺 癌 各 細 胞 で差
は ほ とん ど なか った.
間質 で は,癌 に お い て,正 常 例,肥 大症 例 に 比 し,
α一D-mannose,α一D-glucose残基,お よび β一D.
galactose残基 を もつ糖 タ ンパ クの増 加 が 認 め られ た.
これに 対 して,1,2-glycol基を もつ 糖 タ ンパ クは 正 常
例,肥 大 症 間 質 で,癌 閥 質 よ りも比 較 的 多量 に 認 め ら
れ た.こ の傾 向 は 癌 細胞 の分 化 度 に も相 関 し,と くに
高分 化 型 よ りも低 分化 型 で顕 著 であ った.
細 胞 で は,PO・RCA・DAB染 色,ConA-PO-DAB
染 色に お いて,正 常 前 立腺,お よび 前 立腺 肥 大 症 では
症 例 間 の 染色 性 の差 異 は な く,α 一D。mannose,α一D-
gluc・se,β一D-galactose残基 を もつ 糖 タ ンパ クの分
布,局 在 に差 は な い と思 わ れ る.こ れ に た い し て,癌
では そ の 染 色性 が各 症 例 間 で あ き らか に 差 が あ り,濃
染 す る ものを 強 陽 性 例,そ れ よ りもや や 染 色 性 の 弱 い
もの を 中等 度 陽 性 例,ほ とん ど染 色 しな か った 症 例 を
弱 陽性 例 と分 類 す る こ とが で きた,こ の こ とは,PO-
RCA・DAB染 色 に お い て,ConA・PO・DAB染 色 よ
りも顕 著 で あ っ た.
前 立腺 癌 細 胞 に お け る,PO-RCA-DAB染 色や
ConA-PO-DAB染色 の 染 色 性 の 相 異 は,癌 細 胞 中 の
レクチ ン レセ プ タ ー,す な わ ち糖 タ ンパ ク申 の 糖 残基
で あ る α・D-mannose,α一D-glucose,β一D・galactose
残基 の 多 寡に よ る も の と思 わ れ る.強 陽 性 症例 で は,
これ らの 糖残 基 を含 む 糖 タ ンパ クの 増 加 を しめ し,弱
陽 性例 よ り も,癌 細 胞 中 で の 糖 タ ンパ クが増 加 してい
る もの とお もわ れ る.正 常 細 胞 と比 較 して,癌 細 胞 の
レクチ ン レセ プ タ ー の増 加 は 数 多 く報告 され て お り,
そ の原 因 は 癌 化 に と もな う細 胞膜 構 造 の変 化,す なわ
ち,Burgerのcrypticsitehypothesis47),レセ プ タ
ーの密 集化 ,レ セ プタ ー の 再 配 列 な ど48・49)が考 え ら
れ て い る.し か し現 在 まで 前 立 腺 癌 中 で の,レ クチ ン
レセ プタ ー の報 告 は ほ とん どみ られ な い.
前 立腺 癌 のPO-RCA-DABの 染 色性 の差 は臨 床 で
のStage,および分 化 度 と相 関 す る傾 向 を しめ した.
糖 タ ンパ クは細 胞 膜 の構 成 分 と して,す べ て の膜 構 造
に 含 まれ て い るが,膜 に 含 まれ る糖 タ ンパ クに は,ホ
ル モ ン レセ プ タ ー5。),各種 酵 素5D,あ るい は フ ィプ ロ
ネ クチ ンの ご と く細 胞 の接 着,分 化,間 質 線維 の形 成
構 築維 持 な どを果 す もの52)と数 多 くあ る.β一D・galac・
tose残基 を 持 つ糖 タ ンパ クの 同定 は まだ 不 十 分 で あ
り,そ れ を 特 定す る こ とは 不 可 能 で あ るが,β 一D・
galactose残基 を持 つ糖 タ ンパ クの個 々 の癌 症例 に よ
る麓 を しめ して い る可 能 性 も あ る と お もわ れ る.酸 化
酵 素,転 移 酵 素,加 水 分解 酵 素 で糖 タ ンパ クに 分類 さ
れ る酵 素 は数 多 く存 在 す る51).なか で も糖 タ ンパ ク合
成 に 関 す る,糖 転移 酵 素 は ゴル ジ装 置 ば か りか 細 胞表
面 に も 存 在 し,細 胞 の接 着,増 殖 の調 節,な どの面
か ら も 注 目 さ れ て い る が53>,その うちgalactosy1-
transferaseは乳癌 な ど で増 加 す る と の報 告 が あ るの
で54),転移 酵 素 とPO・RCA-DAB染 色 との 関 連 も
考 え られ る.電 顕 的 に はR.CAの 結 合 部 位 は 固 定
した 組 織 で は 形 質 膜,ゴ ル ジ膜,多 胞 体 と され てお
り55・56),その なか で も ゴ ル ジ装 置 は 糖 タ ンパ クの 合成
に お い て,糖 タ ンパ クが ラ イ ボ ソー ムや,粗 面 小 胞体













































































硫酸A,C,お よび弱酸性 ムコ多糖,と りわけピアル
ロン酸が存在した.
2)癌細胞にも同様に硫酸ムコ糖や,弱 酸性ムコ多糖
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